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県立麻生高等学校【総合的な探究の時間計画】（令和８年度） 

 

学校の教育目標 

確かな学力・豊かな人間性・健やかな心身の育成と常に変化する社会に対応できる能力と創造力を養う

とともに、生徒の幅広いニーズに対応した教育課程により、国公立大学進学、公務員内定などを目標に

捉えた進路希望の実現を目指す。 

 

総合的な探究の時間の評価 

目標と育成する資質・能力 学習評価 配慮を必要とする生徒への支援方法 

意欲を持って学習や学校生活に取り

組み、主体性や社会性を身に付け、社

会のリーダーとして貢献できる人材

を育成する。 

・至誠勤勉：何事にも誠実に一生懸命

に取り組むことができる。 

・自治剛健：強い心を持ち、物事を自

らの意志により実行することができ

る。 

・和衷共同：目標達成のため仲間を認

め、協力し合うことができる。 

・自分の考えを適切に表現

し、伝達している。 

・目標を設定し、課題の解決

に向けて主体的に取り組んで

いる。 

・自らの進路を考え、進路の

実現に向けて強い意志を持

ち。実現のために努力してい

る。 

理解が多少遅い生徒に対して

は、図や写真を用い、丁寧な説

明や個別に対応するなどの配

慮をする。 

 

各学年における主な取組内容  

「総合的な探究の時間」を課題研究等で代替している場合の科目名（              ） 

学年 主たる探究課題及び学習活動 外部との連携 育成を目指す生徒像 

 

１年 

 

地域課題について 

・「地域・まちづくり、経済・ビジネス、

教育・福祉・心理、環境・農業・科学、

国際・人文」の５分野で地域の発展に

つながるよう、インターネットや文献

（書籍）、実地調査等を行い、グループ

でのディスカッションを通し協働し

ながら活動する。 

・スライド作成やプレゼンテーション

の行い方を学び、学習したことをクラ

スや学年全体での発表、各種コンテス

ト等に応募し活動の成果を報告出来

るようにする。 

行方市をはじめ本校生

が多く居住している自

治体や企業、また近隣大

学等へのインタビュー・

アンケート等を実施予

定。 

意欲を持って学習や学

校生活に取り組み、主体

性や社会性を身に付け、

社会のリーダーとして

貢献できる生徒。 

 沖縄について ・修学旅行に向けて事 学校や社会の規範を守
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２年 

 

・沖縄の歴史、沖縄の自然や郷土民芸

沖縄の食文化などからテーマを決め

る。 

・インターネットや関連書籍等の資料

を活用し、まとめる。 

・修学旅行を通して、実際に体験した

ことや現地で学習したこと、調べたこ

とを整理する。 

・スライドを作成し、探究したことを

発表する。 

進路について 

・進路（就職、専門学校、大学入試）

についてテーマを決める。 

・インターネットや受験情報誌等を活

用し、データを得る。 

スライドにまとめ、探究したことを発

表する。 

前に講師に来てもらい、

講話を聞く。 

・３年生の体験談（進路

が決定した３年生から

話を聞いて、必要な情報

を得る。 

 

って日常生活を送るこ

とができ、自らの学習活

動ばかりではなく、学校

行事や生徒会活動、部活

動、ボランティアなどに

積極的に取り組む生徒。 

また、沖縄の修学旅行で

の平和学習を通して他

人を尊重し、平和を大切

にする心を持ち続ける

ことができる生徒。 

３年 進路について 

・大学（短大）、専門学校、就職、公務

員等の進路実現に向け、生徒一人一人

が調べたいテーマを探す。 

・インターネット・関連書籍等の資料

を活用し、設定した課題についての情

報収集を行う。 

・スライドにまとめ、発表する。 

志望理由書・小論文研究 

・自分の進路に応じて志望理由書また

は小論文について調べたいテーマを

探す。 

・志望理由書や小論文を実際に書いて

体験してみて、感じたことについて話

し合う。 

将来に向けて 

・卒業後、社会人または大学生や専門

学校生になるための自覚を持つため

に、各自テーマを決めて目標や考えを

まとめる。 

・スライドにまとめ、発表する。 

進路決定についての体

験談発表の際には、２年

生との意見交換会を予

定。 

自ら問題を見つけ、解決

しようと努力すること

ができる生徒。また、自

分自身と向き合い、適切

な進路を選択すること

ができる生徒。 
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